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◇
昭
和
六
毎
度
国
連
町
並
各
匿
襲

歳
入
歳
出
醸
箆
の
説
明
に
難
で

昭
和
六
年
度
本
町
壁
の
外
各
陳
費
の
醸
算
を
編
成
す

る
に
営
り
ま
し
て
、
先
つ
現
下
の
財
界
状
況
に
鑑
み
、

町
民
諸
彦
負
総
轄
城
に
憲
を
注
ぎ
、
出
家
得
る
限
り

の
緊
縮
ご
節
約
を
以
て
し
て
、
時
代
の
馨
に
邁
ふ
べ

く
、
努
め
て
諸
経
費
の
削
除
削
榎
を
致
し
ま
し
控
。

今
左
に
其
の
編
成
換
算
の
概
要
を
説
明
致
し
ま
す
。

昭
和
六
年
度
本
町
歳
入
貼
醸
算
報
告

へ
(
△
　
)
内
ノ
数
字
ハ
揃
年
度
比
減
額
ヲ
示
ス
)

先
つ
、
歳
出
の
方
十
も
説
明
致
し
ま
す
。

一
、
紳
麗
貸
　
金
九
拾
園
は

郷
紐
棚
倉
孫
荊
紐
外
材
紐
一
一
紐
の
紳
撰
幣
席

料
△

二
、
禽
議
張
　
金
八
拾
四
囲
は
-

隼
に
約
六
回
の
曾
議
を
開
き
ま
す
時
の
議
員

費
用
瞬
償
㌢
其
の
合
議
に
要
す
る
書
記
給
料

及
鉛
筆
諮
用
紙
代
　
(
△
眼
〇
回
)

役
場
襲
　
金
六
千
四
百
七
回
の

内
　
　
謹

金
六
百
鼠
輸
入
団
は
　
(
△
五
重
九
回
)

町
長
報
酬
象
百
回
と
塵
長
、
代
理
者
報
酬
覿

百
競
輪
圃
及
撃
務
委
員
、
農
商
工
統
計
調
査

員
の
報
酬
百
〇
八
回

金
参
千
百
爵
拾
園
は
　
(
△
爵
武
人
固
)

有
給
助
役
、
収
入
役
、
蓄
詫
雇
員
の
給
料

金
藍
千
四
給
五
回
は
　
(
△
参
覿
八
回
)

名
馨
職
質
貸
瞬
償
家
屋
調
査
員
薬
用
灘
償
及

有
給
吏
員
の
旅
費
、
各
彊
使
丁
役
場
使
丁
給

料
並
に
賞
輿
金

金
霊
千
五
百
八
拾
四
囲
は
　
(
△
参
○
憂
国
)

役
場
備
品
、
滑
雑
品
、
印
刷
費
、
通
信
運
搬

費
、
萌
黄
、
借
地
料
、
電
燈
瑳
話
艶
、
文
具

′
　
料
、
町
公
報
費
、
雛
壇
籍

金
参
拾
園
は
　
(
△
七
〇
回
)

役
場
駐
在
所
の
諮
厨
修
繕
費

四
、
土
木
賞
　
金
四
百
回
は

町
道
修
繕
、
橋
梁
修
繕
等

五
、
小
筆
校
費
　
金
登
持
戒
千
五
百
闇
路
六
回
/

内
　
　
謹

金
堂
持
戒
百
九
捻
六
回
は
　
(
△
武
重
四
囲
)

教
員
捨
象
名
に
樹
す
る
給
料

金
九
百
八
拾
六
回
は
　
(
△
参
六
六
回
)

先
生
の
旅
費
及
住
宅
料
、
使
丁
傭
人
料
、
恩

給
基
金
、
欝
員
手
常
、
生
徒
奨
励
費
、
治
療

費
職
掌
奨
励
費
等

金
萱
千
六
拾
四
回
は
・
(
△
六
〇
八
回
)

聾
横
、
備
品
滑
耗
品
、
通
信
費
、
電
話
費
、
賄

費
、
雑
費
等
-

金
武
百
回
は
　
　
　
　
(
△
武
〇
回
)

校
合
廊
下
屋
根
等
所
々
の
修
繕
費

六
、
責
業
補
習
攣
校
費
　
金
武
百
四
拾
七
回
の

内
　
　
講
喜
色
教
員
腰
止
△
九
覿
武
図
)

金
百
六
拾
七
回
は

無
住
教
員
手
管
及
生
徒
奨
鞠
費
　
¥

金
八
抱
囲
は

竃
燈
費
、
滑
耗
書
雑
費
等

七
、
青
年
訓
練
厨
餐
∴
金
厘
百
六
拾
六
回
の

内

i

　

澤

金
武
百
九
拾
六
園
は
　
　
(
△
五
〇
回
)

教
練
指
導
員
l
の
給
料

金
六
絵
図
は

指
導
員
講
習
旅
費
及
賞
輿

金
崖
官
給
園
は
　
　
　
(
△
四
七
回
)

ノ
備
品
、
滑
耗
品
、
通
信
費
、
生
徒
奨
励
費
等

八
、
地
方
改
良
費
　
金
登
官
爵
給
七
回
は

敬
老
禽
、
、
聯
合
衛
生
食
費
.
(
△
七
憂
国
)

九
、
倍
染
病
線
防
費
　
金
七
輪
五
回
は

翳
員
手
営
、
傭
人
料
参
輸
図
・
㌔
∵
捕
髭
品
、

雑
費
四
総
五
回
　
　
二
△
参
登
園
)

一
〇
、
救
助
費
　
金
拾
園
は

貧
困
者
、
耀
災
者
の
救
助
費

一
一
、
警
備
費
　
金
八
百
給
七
回
の

内
　
　
謹

金
垂
百
六
輸
入
国
は
　
　
(
△
寮
五
回
)
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組
頭
以
下
役
員
、
其
他
消
防
手
出
場
手
常
と

賞
輿
並
に
奨
励
費

金
四
百
拾
九
回
は

備
品
費
、
賄
料
被
服
料
、
醐
筒
掃
除
料
、
消

防
分
合
負
鰭
防
火
宣
侍
費
其
他
雑
費

金
参
拾
圏
は
　
　
　
　
(
△
萱
〇
〇
回
)

機
械
器
具
置
場
、
提
灯
の
修
繕
費

二
、
財
産
墳
　
金
武
百
五
拾
重
囲
は

撃
校
、
役
場
、
▼
登
記
所
の
保
険
料
及
借
地
料

三
一
、
諸
穣
及
負
鰭
　
金
堂
千
九
百
九
拾
武
園
は

国
府
親
の
穣
金
及
隔
離
病
合
の
負
鰭
金

一
四
、
雑
支
出
　
金
登
百
蓼
給
園
は

滞
納
慶
分
費
、
行
路
病
人
、
死
亡
人
及
び
精

粗
病
舎
看
護
貸
、
召
集
旅
費
、
徴
兵
旅
費
の

線
審
金
　
　
　
　
　
(
△
登
五
憂
国
)

一
五
、
基
本
財
産
造
成
費
　
金
丸
輪
園
は

登
記
所
基
本
財
産
積
立
金

二
ハ
、
醸
備
賞
　
金
四
百
七
輪
四
囲
は

醸
算
外
の
支
出
叉
は
験
算
超
過
の
場
合
に
発

つ
べ
く
支
出
す
る
金
　
(
△
登
〇
六
回
)

以
上
之
が
経
常
部
で
あ
り
ま
し
て
臨
時
部
を
左

に

一
、
基
本
財
産
積
戻
金
八
百
八
路
憂
国
は

基
本
財
産
運
用
金
補
填
第
八
年
次
績
庚
金

-
二
寄
附
金
∴
金
吾
千
五
百
回
は

府
道
改
修
に
塾
す
る
受
益
者
負
擁
金
に
代
る

べ
き
寄
附
金
　
　
(
△
九
〇
〇
回
)

三
、
補
助
費
　
金
武
百
五
拾
憂
国
は

青
年
団
、
婦
人
含
、
慶
女
含
、
教
育
部
含
、

親
和
合
へ
の
補
助

以
上
で
あ
i
つ
ま
し
で
雌
の
総
経
費
経
常
、
臨
時
の
両

部
を
合
せ
て
金
武
萬
六
千
八
百
四
輪
四
回
で
あ
り
ま

す
○

而
し
て
前
年
度
嘗
初
験
算
額
よ
り
減
ず
る
こ
こ
約
五

千
首
輪
固
、
其
後
醸
算
の
更
正
追
加
を
成
し
た
る
額

よ
り
比
較
致
し
ま
す
る
き
、
九
千
七
百
回
除
の
削
減

が
出
家
得
た
の
で
御
座
い
ま
す
。

攻
に
暁
の
必
要
経
費
は
如
何
な
る
収
入
に
で
、
補
填

す
る
か
ご
申
し
ま
す
れ
ば
左
記
の
歳
入
に
て
御
了
知

下
さ
い
o

△
歳
　
　
　
入

一
、
財
産
よ
り
生
す
る
収
入

金
五
百
参
拾
登
園
は

覇
業
債
券
の
利
子
と
郵
便
局
、
勧
業
銀
行
に

、
預
金
の
利
子
並
に
登
誼
朗
の
借
家
粗
収
入
幸

で
あ
り
ま
す
。

二
、
使
用
料
及
手
数
料

金
五
百
蛤
登
園
の

内
∴
∴
謹

金
参
宮
四
輪
六
回
は

小
筆
稜
高
等
科
昼
童
百
五
名
拾
萱
ヶ
月
分
の

.
授
業
料

《
　
金
萱
宙
六
拾
五
回
は

督
促
手
数
料
、
証
明
手
数
料
及
戸
籍
の
手
数

料

三
、
蚕
附
金
　
金
六
百
参
拾
六
回
は

園
碗
府
親
の
徴
収
取
扱
の
交
附
金
で
あ
り
ま

し
て
、
雌
の
金
が
即
ち
納
残
の
成
績
に
依
つ

て
曙
城
さ
れ
る
の
で
す
。

四
、
国
庫
下
渡
金
　
金
四
千
回
は

義
務
教
育
費
に
鞠
す
る
国
庫
よ
り
の
補
助

五
、
繰
越
金
　
金
参
宮
五
輪
園
は

前
年
度
精
算
残
金
の
内
繰
越
金
さ
し
て
収
入

見
込
金

六
、
雑
牧
人
　
金
武
百
武
給
四
囲
は

七、

行
路
病
人
及
死
亡
人
取
扱
費
線
審
金
、
精
細

病
者
看
護
費
線
番
金
、
召
集
及
徴
兵
の
旅
費

線
番
金
に
鞠
す
る
各
々
戻
入
其
他
歳
計
現
金

の
一
時
預
金
利
子
及
不
用
品
責
却
代
等

町
税
　
金
武
萬
百
九
拾
七
回

此
の
額
は
前
年
と
比
べ
て
四
千
回
の
残
額
で

随
て
皆
様
の
負
握
が
軽
減
さ
れ
た
講
で
あ
り

ま
す
○

内
　
　
藩

金
四
千
七
百
七
輸
入
国
は

田
畑
宅
、
雑
地
総
て
の
地
租
に
係
る
税
金

金
参
百
競
輪
四
囲
は

園
穣
螢
莱
収
益
蔵
の
附
加
硯
、
本
税
登
園
に

勤
し
で
町
税
が
六
拾
銭

金
登
千
五
百
回
は

家
屋
税
の
附
加
競
、
本
穣
登
園
に
鞠
し
て
町

蔵
が
五
輪
餞
o

金
参
百
六
掛
図
は

府
税
螢
業
硯
の
附
加
漑
　
本
親
登
園
に
聾
し

て
八
拾
餞
.

金
萱
千
八
百
九
拾
五
回
は

雑
種
蔵
の
附
加
穂
で
あ
り
ま
す
が
、
比
の
本
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、
錆
彊
増
量
す
。

田

践
所
謂
府
擬
雑
種
椀
の
穣
率
が
今
回
改
正
さ

れ
ま
し
て
、
卒
均
各
種
通
じ
て
鼠
鞠
以
上
の

減
率
が
舞
、
其
の
附
加
碗
さ
し
て
課
税
致
し

ま
す
。
町
税
に
於
で
、
五
百
回
捻
り
の
滅
親

を
示
し
て
お
ト
!
ま
す
。
因
に
暁
の
雑
種
税
の

肉
に
は
不
動
産
取
得
税
、
電
柱
税
、
諸
事
、

漁
業
筒
其
他
十
敷
種
あ
り
ま
す
。

金
萱
醇
藍
子
参
宮
四
輪
園
は

特
別
観
戸
数
割
で
め
り
ま
し
て
、
現
在
賦
課

月
数
七
百
月
を
」
万
年
均
に
見
ま
す
ご
輪
十
ハ

闘
魂
給
餞
で
あ
り
ま
す
。

丁
度
前
年
の
戴
拾
国
人
給
餞
よ
り
一
月
に
つ

国

　

選

　

匝

歳

　

出

　

ノ

　

部

歳
出
総
計
　
金
登
千
五
百
八
拾
登
園
也

l

展
商
工
省
よ
り
統
計
贅
補
助
と
倍
染
癖
醸
防

壁
補
助
、
並
青
年
訓
練
所
壁
に
補
助

二
、
寄
附
金
　
金
武
百
九
拾
園
は

町
禽
議
員
よ
り
合
議
の
都
度
費
用
燐
償
の
年

額
寄
附
及
攣
務
誓
貝
報
酬
の
筆
額
、
有
給
助

役
よ
い
月
額
五
回
の
寄
附
、
其
他
翠
校
諸
先

生
よ
り
賞
嘆
全
額
の
寄
附

暁
の
合
計
経
常
臨
時
を
合
せ
ま
す
さ

金
武
萬
六
千
八
百
四
輪
四
囲
ご
な
る
の
で
御
座

い
ま
す
。

昭
利
六
年
度
各
彊
歳
入
曲

轢
算
報
告

内
　
　
諾

一
、
土
木
費
　
金
六
百
八
拾
園
の

内
　
　
議
-

金
参
百
戴
拾
五
回
は

裏
道
の
修
繕
、
諮
堤
防
修
繕
に
要
す
る
材
料

及
人
夫
其
他
諸
雑
費
き
監
督
手
雷
等

金
九
拾
園
は

河
川
沼
塘
堤
院
の
修
繕
費
と
し
て
賓
農
曾
及

青
年
食
に
支
臆
す
る
費
用

金
電
百
七
給
五
回
は

周
悪
水
路
修
繕
材
料
椀
代
及
人
夫
其
他
期
間

中
の
雑
費
ご
監
督
費
.

金
九
拾
圃
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

溜
抱
の
修
繕
に
要
す
る
人
夫
材
料

二
、
墓
地
貸
　
金
参
拾
園
は

墓
地
の
修
繕
費

三
、
怒
曾
堂
貸
　
金
武
官
参
拾
閲
は

接
合
堂
使
丁
給
料
及
木
炭
.
電
燈
及
公
曾
室

数
借
料
を
協
議
員
禽
諸
費
等

四
、
財
産
饗
∵
金
武
百
六
拾
武
図
は

山
林
田
畑
看
守
年
手
営
(
青
年
禽
)
ビ
威
銃
手

管
及
用
悪
水
路
の
敷
借
料

五
、
諸
税
及
負
臍
　
金
宝
百
八
拾
五
回
は

水
利
水
防
組
合
の
負
轄
金
及
田
河
横
間
の
負

臍
金
と
園
府
税
の
登
ケ
年
分

六
、
壊
備
費
　
金
八
拾
四
囲
は

ー
濠
算
外
の
支
出
並
に
醸
算
超
過
の
襲
用
に
発

つ
べ
き
も
の

七
、
積
立
金
積
庚
金
萱
官
給
園
は

土
木
基
金
費
消
に
つ
き
第
二
年
攻
の
積
庚
金

地
の
歳
出
は
左
の
歳
入
に
よ
っ
て
補
填
す
る
の
で

御
座
ゐ
ま
す
。

歳
　
入
　
ノ
　
都

農
入
線
計
　
金
雷
千
五
百
八
拾
霊
園
也

内
　
　
諾

一
、
財
産
よ
b
生
す
る
収
入

金
八
拾
六
回
は

小
作
米
、
下
草
責
却
代
、

本
財
産
の
預
金
刺
子

魚
族
責
却
代
及
塞

二
、
使
用
料
　
金
四
百
八
拾
武
図
は

木
津
川
砂
和
合
紐
よ
り
薩
布
地
堤
防
の
登
ケ

年
分
使
用
料

三
、
藤
牧
入
　
金
護
国

四
、
繰
越
金
　
金
要
路
登
園
は
　
　
　
　
　
　
　
)

前
年
度
精
算
残
金
を
繰
越
す
見
込
金

五
、
町
穣
　
金
丸
百
八
拾
霊
園
の

再
　
　
読

金
六
百
八
拾
四
囲
は

田
畑
宅
雑
地
縄
で
の
地
租
に
係
る
税
金
、
地

租
一
回
に
付
金
武
拾
四
餞
の
割

金
武
百
九
拾
七
回
は
†

特
別
穣
戸
数
割
で
現
在
田
遽
院
の
賦
課
月
数

参
宮
五
輪
斤
、
一
月
営
卒
均
八
拾
五
銭
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当
J
∴
.
高

歳

　

入

　

ノ

　

部

歳
入
縞
計
　
金
八
百
五
輪
登
園
也

内
　
　
講

一
、
財
産
よ
り
生
ず
る
牧
入

金
四
輪
九
回
は

小
作
米
、
下
草
責
却
代
、
魚
族
貴
却
代
及
基

本
財
塵
の
預
金
利
子

二
、
使
用
料
及
手
数
料

金
堂
再
試
拾
五
回
は

甘
南
備
山
共
有
使
用
料
ご
田
河
塵
よ
り
収
入

.
の
水
路
使
用
料

三
、
繰
越
金
　
金
昇
給
七
園
は

前
隼
度
精
算
残
金
を
繰
越
す
べ
き
見
込
額

四
、
町
概
　
金
六
百
拾
九
園
の

雨
　
　
読

金
轟
南
武
捨
象
園
は

田
、
畑
、
宅
、
雑
地
線
で
の
飽
税
に
係
る
税

金
、
地
甜
登
園
に
借
金
難
路
五
銭
の
割
　
-

金
丸
拾
六
回
塙

特
別
穏
戸
数
割
で
現
在
賦
課
月
数
百
九
拾
霜

月
、
一
月
営
卒
均
五
輪
餞

歳

　

出

　

ノ

　

部

歳
出
縄
前
　
金
八
百
五
給
電
圃
也

内
　
　
謹

一
、
合
議
費
　
金
拾
武
図
は

陪
食
議
員
六
名
に
鞠
す
る
費
用
駆
償
並
書
記

給
料
及
滑
稽
的
刷
諸
費

二
、
土
木
費
　
金
玉
再
試
鎗
園
の

内
　
　
諾

金
豊
富
五
輪
五
回
は

裏
道
の
修
繕
.
諸
堤
防
修
繕
に
要
す
る
材
料

及
人
夫
賃
こ
か
薪
狭
其
他
監
督
手
管
等

金
武
百
六
拾
園
は

用
水
路
悪
水
路
の
擾
媒
質
(
在
郷
軍
人
、
青

年
食
へ
六
拾
五
回
)
及
修
繕
人
夫
賃

金
萱
百
五
回
は

溜
池
の
修
繕
に
要
す
る
傭
人
及
港
濫
用
の
人

夫
其
他
期
聞
直
の
諮
入
費

三
、
套
食
堂
費
∴
金
萱
百
六
給
園
は

登
禽
堂
使
丁
給
料
、
給
料
璧
ケ
年
分
ご
電
燈

代
萱
ケ
年
分
及
薪
操
典
他
雑
費

四
、
積
立
金
　
金
藍
百
回
は

溜
池
新
設
費
の
積
立
金

五
、
諸
概
及
負
擦
金
参
拾
戴
園
は

国
務
府
碗
電
ケ
毎
分

六
、
醸
備
費
　
金
武
拾
七
園
は

験
算
外
の
支
韓
並
に
轢
算
超
過
の
費
用
に
発

つ
ぺ
さ
も
の

興

一

席

　

匿

歳
　
入
　
ノ
　
蔀

歳
入
合
計
　
金
六
百
六
拾
七
回
也

内
　
　
諾

一
、
財
産
よ
り
生
す
る
収
入

金
八
拾
六
回
は

小
作
米
、
下
軍
寅
却
代
、
魚
族
責
却
代
、
預

金
刺
子

二
、
使
用
料
　
金
武
拾
登
園
は

奈
良
竃
気
禽
魁
よ
り
堤
堀
使
用
料
及
昭
和
電

気
禽
紐
よ
り
電
柱
敷
地
料
登
園

三
、
繰
越
金
　
金
武
拾
五
園
は

前
年
度
精
算
残
金
繰
越

四
、
町
税
　
金
五
百
参
拾
五
回
の

肉
　
　
読

会
四
面
拾
墓
園
は

田
、
畑
、
宅
、
雑
地
異
他
総
て
の
塊
租
に
係

る
競
金
、
壇
租
登
園
に
借
金
競
輪
六
銭

金
萱
再
試
拾
武
図
は

戸
数
割
に
し
て
魂
柱
賦
課
月
敷
再
試
拾
覿
声

一
月
萬
年
均
登
園

歳

　

出

　

ノ

　

部

歳
出
総
計
　
金
六
百
六
拾
七
回
地

内

　

　

謹

　

ゝ

一
、
土
木
費
　
金
玉
高
輪
参
画
の

内
　
　
諾

金
萱
百
回
は

裏
蓮
の
修
繕
、
用
水
路
並
悪
水
路
の
修
繕
費

及
川
歎
料

『

i

i

i

i

」

i

i

i

i

l

」

は
離
間
開
聞
開
聞
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へ
重
し
¥
　
本
心
了

圏

金
四
百
拾
憂
国
は
　
へ
看
守
給
料
含
ム
)

溜
池
修
繕
人
夫
、
堀
擾
費
、
溌
漑
用
人
夫
、

機
番
給
料
、
水
押
料
及
新
地
敷
借
料

怒
合
掌
費
　
金
萱
首
輪
九
回
は

登
食
堂
使
丁
給
料
萱
ケ
年
分
、
電
燈
登
ケ
年

分
及
公
食
堂
敷
借
料
等

財
雇
費
　
金
武
輪
武
園
は

管
理
手
営
及
賞
輿

田
、
畑
、
宅
、
雑
地
縄
で
の
地
碇
に
係
る
税

金
、
地
租
霊
園
に
付
参
拾
七
餞
の
割

金
四
輪
八
回
は

特
別
親
戸
数
割
に
し
て
現
賦
課
月
数
六
十
月

-
万
雷
八
拾
餞

歳

　

出

　

ノ

　

部

水
防
費
用

五
、
壕
備
費
　
金
拾
回
は

撰
集
外
支
出
又
は
醸
算
超
過
に
克
つ
べ
き
費

用

四
、
諮
穣
及
負
耀
　
金
八
回
は

園
碗
及
府
穣
霊
ケ
年
分

丑
、
濠
備
費
　
金
五
回
は

壊
算
外
支
出
叉
は
壊
算
超
過
に
克
つ
べ
き
費

用

河

　

原

　

園

歳

　

入

　

ノ

　

部

歳
入
纏
計
　
金
五
百
四
輪
六
回
也

内

∵

講

一
、
財
産
よ
り
生
ず
る
収
入

金
七
輪
五
回
は

小
作
米
、
下
草
寅
却
代
、

金
利
子
等

二
、
、
繰
越
金
　
金
六
拾
回
は

前
年
度
精
算
残
金
繰
越

三
、
町
穣
　
金
四
百
拾
登
園
の

内
　
　
諾

‥
金
参
百
六
拾
参
画
は

魚
族
責
却
代
、
預

歳
出
綿
計
　
金
五
百
四
輪
六
回
也

内
　
　
¥
講

一
、
公
管
掌
費
、
金
雷
百
七
回
は

公
食
堂
使
丁
登
ケ
年
分
の
給
料
、
萱
ケ
年
分

の
点
燈
璧
項
他
備
品
、
消
耗
品
.
雑
費
、
修

繕
費
等

二
、
土
木
費
　
金
参
百
参
拾
憂
国
の

内
　
　
諾

金
武
百
拾
園
は

裏
道
の
修
繕
、
治
水
堤
防
修
繕
に
要
す
る
材

料
及
傭
人
の
外
、
青
年
禽
其
他
へ
の
定
額
補

助
一
成
銃
に
凄
す
る
諸
費
等

金
霊
官
爵
拾
憂
国
は

用
悪
水
路
渡
轢
修
繕
に
要
す
る
諸
費
及
敢
借

歳
　
入

歳
入
総
計内

ノ

　

部

会
試
百
九
捨
象
圃
也

謹　　　、

一
、
財
産
よ
ト
生
ず
る
収
入

金
参
拾
七
回
は

料
米

三
、
諸
説
及
負
鰭
　
金
丸
拾
登
園
は

園
府
稔
登
ケ
年
分
及
聞
達
、
河
原
両
恒
に
係

る
樋
田
諸
繚
費
、
河
原
匿
の
負
握
十
分
の
三

此
金
七
輪
五
回
-

四
、
警
備
賞
　
金
五
回
は

木
津
川
砂
利
採
取
禽
紐
へ
堤
防
使
用
の
貸
地

料
萱
ケ
年
分

二
、
繰
越
金
　
金
六
回
は

前
年
度
精
算
動
線
金
の
内
繰
越
見
込
金

三
、
負
鰭
　
金
武
百
五
拾
園
は

緯
費
の
十
分
の
七
、
四
遽
匿
よ
り
収
入
、
暁

金
宝
百
七
拾
五
回

絶
壁
の
十
分
の
三
、
河
原
彊
よ
・
。
収
入
、
地

金
七
輪
五
回

歳

　

出

　

ノ

　

部

歳
出
総
計
　
金
武
百
九
捨
象
圃
也

内
　
　
諾

一
、
土
木
費
　
金
武
百
九
拾
憂
国
は

荊
矢
聴
聞
井
路
敷
借
料
及
機
番
八
一
ヶ
年
手

嘗
其
他
出
水
の
場
合
馨
備
諸
費
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市河
川村六

啓名
滋一

上
越
各
陸
費
の
本
年
度
醸
算
の
報
告
を
申
上
げ
ま
し

た
が
、
雌
の
換
算
は
従
妹
の
協
議
費
と
し
て
課
徴
さ

れ
て
お
も
‥
ま
し
た
壁
用
を
昨
年
度
合
併
致
し
ま
し
て

濠
算
に
計
上
し
然
し
て
収
支
の
事
務
も
役
場
に
於
で

取
扱
ふ
事
に
な
っ
た
の
で
御
座
い
ま
す
。

随
で
地
租
附
加
税
及
特
別
地
穣
附
加
既
の
擬
率
が
制

限
の
範
囲
を
越
ゆ
る
鶴
、
各
隠
費
に
於
け
る
地
租
及

田
蓮
町
公
課
-
麗
轟

一
、
町
、
∴
親

一
、
各
擾
贅
全
体

一
、
度
　
食
　
費

一
、
岱
武
食
費

武
〇
、
登
九
七
回

戴
、
五
四
六
回

戴
、
萱
五
五
回

五
戒
五
回

合
計
　
金
武
萬
五
千
四
百
武
治
墓
園
也

本
表
に
依
り
仮
に
賦
課
月
数
七
百
五
輪
斤
さ
し

て
耳
万
年
均
参
給
田
図

一
日
一
月
拾
銭
の
節
約
を
す
れ
ば
緯
額
に
鎗
す

る
轟
衛
武
子
圃
三
言
ふ
数
字
を
示
し
て
居
ま
す

特
別
地
税
の
制
限
外
課
税
の
許
可
裏
話
を
上
席
に
進

達
し
て
其
許
可
を
得
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
濠
算
編
成
す
る
ご
同
時
に
此
手
繰
を
致
し
ま

し
た
。
箇
終
り
に
前
年
度
各
霞
費
纏
誤
算
の
合
計
は

金
四
千
五
百
参
拾
六
回
で
あ
り
l
ま
し
た
が
本
年
は
節

減
さ
れ
点
し
て
、
金
参
千
九
百
参
輸
入
国
三
生
っ
て

お
り
ま
す
。

府
親
鸞
菓
親
に
難
で
・

府
碗
営
業
税
は
従
容
螢
業
上
り
高
に
依
っ
、
て
、
業
別

に
従
業
員
種
を
加
へ
で
、
課
税
さ
れ
て
お
り
ま
し
だ

が
、
本
年
よ
中
晩
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
て
、
螢
菜
収

益
税
の
如
く
買
上
高
上
ご
り
必
要
の
経
費
を
藤
険
し
、

其
の
得
た
る
純
益
を
標
準
さ
し
て
、
課
穣
さ
る
ゝ
事

に
な
り
ま
し
た
○

必
要
の
経
費
と
は
、
物
品
絶
買
上
高
よ
り
雇
人
の
給

料
も
其
他
商
品
費
に
は
(
仕
入
代
、
運
賃
諸
費
)
替
業

揚
費
に
は
(
密
謀
さ
か
螢
業
に
関
す
る
費
用
)
等
を
計

上
し
て
纏
買
上
収
入
高
よ
り
差
引
な
し
、
残
高
是
が

即
ち
純
益
で
あ
り
ま
す
。

筒
純
益
五
拾
圃
以
下
の
も
の
に
掛
す
る
課
税
は
蒐
せ

ら
る
ゝ
事
に
な
り
ま
し
た
○

◎
事
　
　
拍
　
　
車

絶
家
御
使
用
の
リ
ア
ー
カ
は
本
年
よ
り
手
押
事
さ
し

て
名
辞
を
番
へ
課
碗
さ
る
ゝ
席
に
な
り
ま
し
た
。
既

に
御
使
用
の
方
は
早
刻
役
場
へ
鑑
札
を
受
け
に
御
越

し
下
さ
い
。

軍

　

　

事

.

　

旬

昭
和
六
年
度
徴
兵
検
査
は
去
る
四
月
爵
拾
萱
旦
東
都

聯
除
塵
徴
兵
審
(
田
遽
町
都
農
禽
集
禽
揚
)
に
於
て
執

行
さ
れ
ま
し
た
。
営
町
の
批
丁
人
員
及
受
験
者
成
績

は
左
の
通
で
あ
り
ま
す
。

⑥
本
年
度
本
籍
暫
壮
丁
鱒
人
員
　
四
拾
八
人

内
　
　
講

一
、
受
　
験
　
者

本
籍
地
に
於
て
受
験
者
　
　
　
参
槍
玉
人

出
寄
留
地
に
於
で
受
験
者
　
　
　
　
武
人

一
、
徴
集
延
期
着
、

在
聾
徴
集
延
期
着
　
　
　
　
　
　
　
六
人

在
外
園
徴
収
延
期
者
　
　
　
　
　
登
人

「
服
役
中
の
者

現
役
志
願
に
依
り
服
役
中
の
者
　
　
武
人

矯
期
現
役
さ
し
て
服
役
中
の
者
∴
∴
∴
武
人

合
　
　
計
　
　
　
　
　
　
　
　
四
輪
八
名

菓
他
愛
縁
者

即
日
輪
郷
に
よ
り
再
受
験
若
　
　
　
鶏
大

入
寄
留
受
験
者
　
。
　
　
　
　
　
武
人

現
役
志
願
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萱
大

計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
　
名

本
年
度
受
検
絶
入
員
　
　
　
　
　
四
輪
武
人

◎
徴
兵
検
査
の
成
績
/
　
し

(
武
名
出
寄
留
地
受
験
者
を
除
く
)

甲
稲
合
格
者

阪
野
伊
之
助

西
川
　
豊
秋

小
川
　
蕃
夫

第
一
乙
種
合
格
者

竹
村
梅
太
郎

加
蔑
藤
文
雄

第
二
乙
種
合
格
者

中
村
文
啄
郎

西
村
　
治
夫

坂
本
　
交
信

玉
島
　
　
健

海
道
、
孝
吹

尾
河
原
叉
道

中
村
営
太
郎

森
田
　
寮
夫

現
役
志
願
者

七
　
名

市
川
　
ノ
武
一

西
川
要
太
郎

玉
　
名

竹
村
　
粂
三

l

ノ

一

i

華

l

f

ノ

:

∴

　

∴

　

∵

」

、

.

∴

∵

∵

∴

了

グ
ー
.
・
九
　
㌧
♭
　
●
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理　　役
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[
い
ー
"
‖
調

音
月
日
山

門
晴
い

+

l

1

-

一

幸

　

▲

,

圏
関
‖
眺
図
回
相
賀

l
ヽ
∴
∴
・
、
心
-
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴨
i
∴
∴
†

第
二
補
充
兵
二
親
入
着

甲
種
合
格
者

第
一
乙
種
合
格
者

第
二
乙
種
合
格
者

徴
集
苑
除
者

兵
役
苑
除
者

八

　

名

三
　
名

四
　
名

萱
　
名

拾
萱
名

参
　
名

園
に
抽
鞍
は
、
八
月
武
拾
五
日
久
世
郁
宇
治
町
公
舎
掌

に
於
で
執
行
さ
れ
ま
す
。
抽
籠
徴
兵
藷
の
抽
債
総
代

人
さ
し
て
本
郡
よ
り
営
町
市
川
武
一
君
選
定
さ
れ
ま

し
だ
○

に
入
螢
さ
れ
∵
ま
し
辛
。

伏
見
騎
兵
第
二
十
聯
隊
　
　
山
村
　
静
夫

去
る
四
月
一
日
短
期
現
役
兵
ご
し
て
左
諒
聯
隊
へ
入

螢
さ
れ
ま
し
た
。

奈
良
歩
兵
第
三
十
八
聯
隊

全

片
岡
　
清
曇

岡
山
　
正
男

莫
員
の
　
襲
動

/
　
退
轡
軍
人
の
表
彰

咋
昭
和
五
年
拾
登
月
給
日
田
遽
棚
倉
孫
融
憩
に
於
で

関
連
町
外
三
ケ
村
聯
合
筒
武
含
ま
鰭
の
昭
和
五
年
度

入
螢
報
告
簾
並
に
遽
螢
軍
人
表
彰
式
を
碁
宿
さ
れ
よ

し
す
ご
。
営
日
管
町
よ
り
左
記
の
者
表
彰
さ
れ
ま
し
た

醸
備
役
陸
軍
歩
兵
上
等
兵
　
河
村
已
之
助

"
　
　
海
軍
一
等
機
閲
兵
　
西
川
竹
次
郎

昭
和
六
年
参
月
参
拾
登
‖
就
職

新
　
陳
一
軍
!

全
　
代
理
者

昭
和
六
年
愛
用
戴
拾
六
円
採
用

給
　
　
仕

昭
和
六
年
蓼
見
参
拾
室
田
退
職

奥
村
　
久
三

北
尾
清
秋
郎

加
藤
　
重
夫

渡

繭

兵

の

曝

還

去
る
四
月
拾
登
円
に
は
海
域
擬
制
の
野
砲
兵
第
二
十

二
聯
隊
に
在
螢
中
の
西
野
正
夫
君
は
愛
馬
と
共
に
、

叉
五
月
二
日
∵
に
は
旅
順
駐
割
歩
兵
第
九
聯
隊
に
在
螢

中
の
涌
谷
隆
男
君
は
卿
肌
の
膏
勇
ま
し
く
何
れ
も
元

気
旺
盛
守
備
の
大
任
を
果
し
て
無
専
伏
見
採
草
の
兵

鐙
に
籠
遷
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
六
年
愛
川
試
拾
日
離
職

雇
∴
∴
邑

片
岡
清
太
郎
先
生

南
村
美
智
香
先
生

大
槻
　
　
溝
先
生

岡
本
集
二
郎
先
生

片
岡
　
清
彦
先
生

竹
田
　
照
子
先
生

河
崎
マ
サ
手
先
生

里
村
　
　
治
夫
君

京
師
専
攻
科
へ
入
筆

禍
楽
部
湯
船
枝
へ
′

本
部
田
原
校
へ

相
楽
郡
木
津
枝
よ
り

新
任
(
目
下
歩
三
八
在
螢
中
)

新
　
任

期
　
佳

苗
訓
指
導
員
に

二
、
掌
紋
及
部
落
据
位
、
鬼
董
数
並
主
任
分
掌
事
務

畢
散
　
見

一
甲

一
乙

男女男女

二
中
期

昭
和
六
年
四
月
赴
任

薪
駈
桂
巡
査
　
　
津
田
　
　
功

聾

核

通

信

現
役
兵
の
「
入
醤

去
る
一
月
二
王
二
日
現
役
兵
補
映
こ
し
て
左
記
聯
隊

一
、
職
　
員
　
の
　
異
　
動

木
口
　
耕
治
先
生
　
　
久
世
甜
佐
古
校
へ

期

董
　
数
　
部
落
　
主
任
分
掌
醇
窃
∴
謄
在
教
員

詰
計
璧
東
新
衛
生
軍
務
∴
総
高
撃

≡
計
四
四
西
燕
統
∴
∴
∴
計
∴
坂
本
∴
忽

㌫
竺
八
河
原
欄
認
諾
山
田
鳳
信

一
一
一
…
計
三
八
北
田
遼
砦
教
育
令
竹
田
∴
臨
幸

計
三
二
　
西
　
藤
　
文
　
　
　
書
　
河
崎
マ
サ
子

茜

一

一

河

原

輔

か

餉

奥

谷

宅

計
五
七
　
東
　
薪
用
度
(
見
董
)

計
三
八
　
　
　
　
校
務
一
般

計
三
六
雷
漣
離
補
-
談

計
閥
○
　
北
田
遽
　
体
　
　
　
育

計
四
四
　
奥
　
戸
　
合
　
　
　
計

計
五
六
　
霜
田
遠

音
訓
一
般

用

腫

杉

山

　

茂

樹

大
江
　
　
肇

伊
藤
　
徳
夫

岡
本
嫌
二
郎

宮
崎
愛
女
郎

小
泉
　
　
渉

計
四
〇
　
興
　
戸
　
教

五
五
一

浅
　
杉
澤
∴
好
和
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託
見
所
だ
よ
り
ー

西
念
等
保
育
園
内
　
北
川
　
撃
信

若
緑
美
し
い
初
夏
の
候
ざ
な
り
ま
し
た
。
ゲ
ラ
く

さ
流
れ
る
小
川
の
七
・
二
ブ
ギ
、
キ
ラ
ー
ト
ビ
朝
日
に

照
り
映
わ
る
池
の
水
に
快
い
誘
惑
を
感
じ
ま
す
。
農

家
の
御
方
々
は
こ
れ
か
ら
、
毎
日
茶
、
養
護
、
変
の

収
穫
、
田
楠
と
目
の
廻
る
様
な
御
忙
し
い
日
が
緩
く

事
で
せ
う
。

昨
年
六
月
寛
一
董
愛
護
の
鴛
に
獲
願
致
し
ま
し
た
厨
、

幸
に
皆
榛
方
の
御
力
強
い
御
後
援
を
得
ま
し
て
成
長

し
て
参
り
ま
し
だ
o
弊
園
も
来
る
六
月
十
一
日
頃
か

ら
壁
一
百
日
の
託
見
所
を
開
園
致
し
た
い
ざ
思
っ
て

居
り
ま
す
。
可
愛
い
お
手
蓮
を
お
持
ち
の
方
で
入
園

御
希
望
の
御
方
は
成
文
早
く
前
以
て
、
御
申
込
置
き

を
御
願
致
し
ま
す
。
(
保
育
料
並
に
希
聖
者
多
数
の

場
合
の
入
園
見
決
定
等
は
恐
入
り
ま
す
が
後
援
者
並

に
父
兄
委
員
の
方
々
に
御
任
せ
を
お
願
致
し
ま
す
。
)

自
分
の
喜
び
が
、
即
人
の
喜
び
で
あ
り
、
人
の
喜
び

が
即
自
分
の
喜
び
で
あ
る
時
程
嬉
し
い
野
は
あ
り
ま

せ
ん
。
さ
も
す
れ
ば
排
他
的
に
個
人
主
義
的
に
な
ら

う
さ
す
る
今
日
、
弊
園
が
涙
ぐ
ま
し
い
迄
の
常
榛
の

(
御
奉
仕
に
ま
っ
て
遅
々
成
長
し
て
行
く
事
は
何
き
い

ふ
嬉
し
い
事
で
せ
う
。
御
世
話
下
さ
る
方
々
。
御
後

援
下
さ
る
方
々
。
可
愛
い
子
達
を
入
国
さ
せ
′
て
下
さ

る
父
兄
の
方
々
の
誠
心
は
頑
是
な
い
子
供
達
の
純
な

心
に
ざ
れ
吏
よ
い
種
を
降
し
て
行
く
事
で
せ
う
。
ざ

う
か
こ
の
禽
い
状
態
が
い
つ
I
ト
迄
も
績
け
ら
れ
て

行
く
様
子
供
達
の
舞
上
所
念
せ
ず
に
は
居
れ
ま
せ
ん

曾
者
定
離
は
偶
陀
の
聖
訓
で
あ
り
}
人
生
の
銭
則
で

あ
り
ま
す
。
蕃
秋
合
し
て
一
ケ
月
の
間
共
に
喜
威
し

花
園
鬼
の
中
か
ら
三
十
七
名
と
い
ぶ
多
数
の
鬼
畳
が

入
筆
致
し
ま
し
た
。

去
る
四
月
四
日
午
後
三
時
か
ら
、
第
一
回
入
攣
兜
童

選
別
式
を
碁
行
致
し
ま
し
た
。

皆
目
は
非
常
に
よ
い
御
天
気
で
お
世
話
下
さ
っ
た
御

婦
人
方
は
勿
論
後
援
者
の
方
々
、
校
長
先
生
を
初
め

諸
先
生
方
等
海
山
の
方
々
が
御
忙
し
い
中
を
特
に
御

都
合
下
さ
っ
て
、
御
出
席
下
さ
い
ま
し
た
。
国
見
も

在
籍
鬼
一
重
七
十
三
名
の
中
六
十
八
名
出
席
き
い
ふ
好

成
績
で
あ
う
ま
し
た
。
約
五
ケ
月
損
で
親
し
く
可
愛

が
つ
て
下
さ
っ
た
小
母
さ
ん
蓮
や
先
生
方
に
お
禽
ひ

し
た
子
供
等
の
喜
び
は
並
太
低
で
は
あ
り
ま
/
せ
ん
で

し
た
○

真
上
特
に
園
苑
を
喜
ば
し
た
事
は
皆
目
知
事
さ
ん
の

奥
さ
ん
が
、
お
忙
し
い
の
に
特
に
時
間
を
割
い
て
津

山
の
お
土
産
迄
持
っ
て
凍
て
下
さ
っ
た
事
で
し
た
。

傭
榛
の
前
で
簡
揖
な
式
を
し
後
「
桃
太
郎
」
「
日
の
丸

の
麗
し
等
の
遊
戯
を
し
て
見
て
戴
き
、
御
土
産
の
折

紙
を
戴
い
て
頒
け
ま
し
た
時
の
嬉
し
さ
う
な
顔
。
小

さ
い
の
加
賀
つ
て
も
。
大
き
い
の
を
貰
っ
て
も
。
小

三
宮
言
は
ず
御
行
儀
よ
く
し
て
屠
っ
た
の
に
は
は
ん

こ
う
に
成
心
す
る
ご
共
に
嬉
し
う
御
座
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
知
事
さ
ん
の
奥
さ
ん
は
勿
論
愛
国
婦
人
食

の
役
員
の
方
々
に
も
這
入
っ
て
戴
い
て
記
念
の
馬
異

を
撮
り
ま
し
た
。

御
土
産
を
持
っ
た
あ
の
嬉
し
さ
う
な
顔
、
永
遠
の
理

想
を
凝
概
し
て
居
る
様
な
愛
く
る
し
い
眼
。
撥
ち
切

れ
さ
う
な
頻
、
無
心
に
あ
い
た
口
、
古
聖
は
「
童
心

に
加
へ
れ
」
と
申
し
ま
し
た
が
、
こ
の
驚
異
を
を
見

た
女
で
子
供
達
の
無
邪
気
さ
に
打
だ
れ
て
醜
い
自
分

の
心
が
異
質
に
恥
し
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
心
ば

か
り
の
茶
話
食
を
し
て
轟
き
ぬ
名
残
を
憎
み
つ
ゞ
午

後
五
時
に
解
散
し
ま
し
た
。
四
月
四
日
こ
そ
弊
園
に

恵
れ
る
事
の
出
家
な
い
嬉
し
い
日
で
し
た
。
=
=
=
裏

に
別
離
の
悲
し
さ
を
秘
め
た
。
・
=

ま
ね
開
園
の
時
期
が
参
り
き
し
だ
。
今
後
皆
様
の
御

カ
の
下
に
託
児
も
多
く
な
弓
、
設
備
も
完
備
す
る
様

御
願
ず
る
さ
共
に
小
さ
い
託
見
所
か
ら
大
き
い
撃
横

へ
、
小
母
さ
ん
蓮
の
御
手
か
ら
先
生
方
の
御
車
へ
ご

華
麗
に
素
直
に
伸
び
て
行
っ
帝
、
予
選
が
今
後
先
生

の
御
言
葉
を
よ
く
守
り
賢
く
燵
し
く
南
し
て
騒
く
成

長
し
て
行
く
様
蔭
な
が
ら
斬
っ
て
居
り
ま
す
。

最
後
に
面
倒
な
御
世
話
に
御
奉
仕
下
さ
っ
た
御
婦
人

の
方
々
。
後
援
者
の
方
々
。
父
兄
委
員
の
方
々
に
国

見
き
共
に
厚
く
御
麗
申
上
げ
て
掴
筆
致
し
ま
す
。
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農

　

禽

　

鰹

　

代

去
る
四
月
一
日
本
食
藤
代
避
寒
の
結
果
左
の
通
り
寧

遷す、
喜
多
繁
治
郡

山
本
　
領
三

北
川
櫛
太
郎

西
川
　
久
青

山
悶
　
久
治

木
村
　
義
三

西
村
　
市
三

豊

　

禽
木
村
　
武
雄

加
藤
　
庭
瀬

川
添
騙
一
郎

大
崎
　
善
吹

木
口
喜
季
秋

村
上
竹
治
郎

西
村
　
元
青

河
村
八
三
郎

北
尾
廉
太
郎

北
川
梅
太
郎

竹
村
　
諒
三

森
村
又
太
郎

寺
本
圧
治
郎

筏

“

環

四
月
十
日
農
禽
纏
代
倉
を
開
催
金
員
出
席
役
員
選
馨

の
結
果
左
の
諸
氏
に
決
定
す
。

農
禽
長

朝
倉
長

評
議
員

全会全会仝全会郡
農
合
議
貴

会
　
補
　
充

青
　
山
　
虎
　
三

西
　
川
　
久
　
青

喜

多

繁

治

邸

加
　
藤
　
座
　
職

北

川

梅

太

郎

大
　
崎
　
暮
　
秋

寺
本
圧
治
郎

竹
一
村
　
議
　
三

相

上

竹

治

郎

西
　
村
　
再
　
三

北
川
梅
太
郎

加
　
藤
　
庄
　
戯

農
禽
指
定
高
揚

四
月
十
日
度
合
縫
代
合
に
於
い
て
左
記
青
果
市
場
を

本
曾
指
定
の
竜
璃
市
場
こ
す
。

田
蓮
町
　
八
百
安
青
果
市
場

国
選
巽
欒
組
合
襲
彰

農
事
貴
行
組
合
は
府
下
に
数
千
百
に
遷
し
諸
般
の
農

事
改
良
、
農
家
経
済
の
助
長
、
農
村
改
善
等
に
勤
し

着
々
貴
顕
を
上
げ
つ
ゝ
あ
る
が
今
回
本
村
農
倉
は
十

四
組
合
を
選
抜
す
、
事
も
に
田
遠
共
柴
組
合
に
金
武

拾
園
の
交
付
き
左
の
表
彰
状
を
授
興
さ
れ
た
。

襲

　

彰

　

蹴

協
力
一
致
組
合
滴
舶
ヲ
獲
揮
シ
諸
般
ノ
農
輩
改
良

一
)
努
力
シ
其
成
績
観
ル
べ
キ
モ
ノ
ア
ヅ
妨
テ
金
一

封
ヲ
賂
輿
シ
譲
二
之
ヲ
表
彰
ス

昭
和
呆
舘
三
周
豊
中
固

京
都
府
農
禽

攫
轟
嘆
願
襲
員

本
町
農
命
の
各
種
事
業
を
曾
員
に
隈
な
く
徹
底
せ
し

め
て
、
農
業
の
改
善
を
計
る
だ
め
に
本
町
に
農
轟
奨

励
委
員
若
干
名
を
読
経
す
る
こ
こ
に
な
り
、
薪
・
河

原
は
左
記
諸
拭
聾
異
注
し
て
大
い
な
る
理
想
の
基
に

活
躍
さ
る
。

◇
薪
農
事
奨
励
委
員

喜
多
繁
治
邸
　
河
村
八
三
郎
　
木
村
　
武
雄

山
本
　
領
三
　
加
藤
　
庄
臓
　
北
尾
藤
太
郎

◇
河
原
農
事
奨
脚
委
員
・

西
村
　
市
三
　
西
村
　
元
青

番
曾
事
業
聾
施
欄
硯
(
晒
月
以
後
)

四
月
一
日
以
後
本
食
費
髄
の
諸
輩
業
に
野
す
る
数
字

上
の
成
績
を
蚤
表
す

葡

利

恵

ハ

ブ

藷

今
回
大
阪
市
外
ヴ
茶
本
舗
、
三
心
堂
と
契
約
の
上
ハ

ブ
草
栽
培
を
引
受
け
、
希
望
者
に
種
子
を
醗
布
し
て

居
る
が
、
五
月
が
下
種
適
期
で
、
十
月
揆
牧
す
。
重

科
樋
物
で
三
、
四
尺
も
伸
長
す
る
。
畑
地
、
果
樹
の

間
作
、
皐
魅
に
掛
り
易
さ
山
田
籍
で
も
反
営
二
石
捻

り
の
睨
護
は
確
貨
ら
し
い
、
希
望
者
は
町
農
倉
へ
御

申
出
の
こ
き
。

繭
も
藷
鞄
の
藩
壇
(
ル
ビ
ロ
ー
貝
璧
)

年
産
賓
に
参
千
飴
園
を
算
す
る
。
久
保
、
鶴
の
千
・

温
州
等
の
枝
楯
に
寄
生
し
て
.
繁
殖
を
盛
ん
に
、
被

嵩
甚
だ
し
く
地
膚
数
年
を
待
た
ず
楠
、
柑
橘
は
杢
滅

す
る
か
ご
薬
じ
ら
ろ
ば
距
監
田
容
で
、
本
年
四
月
十

日
ル
監
薗
言
を
徹
底
的
に
駆
除
を
な
し
、
撲
滅
を
計

る
た
め
、
一
番
駆
除
規
程
を
設
け
て
励
行
を
期
し
た
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く
決
心
を
定
む
。

◎
駆
除
期
間
は
六
月
下
旬
…
…
七
月
下
旬
へ

◎
薬
品
は
松
脂
合
剤
の
十
五
倍
液
程
度
で
勿
論
一
年

で
は
到
底
駄
目
で
あ
る
か
ら
三
ケ
年
間
の
纏
績
事
業

ご
規
程
第
六
條
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
・

閏
瓜
の
贈
科
と
藍
虫

五
月
下
旬
以
後
の
一
按
分
施
肥
量
を
次
の
如
く
西
瓜

組
合
標
準
量
を
示
す
。

五
月
中
旬
(
第
三
回
目
)

補
箋
粕
　
三
〇
匁
、
-
木
　
灰
　
二
〇
〇
匁

骨
　
粉
　
二
　
〇
匁
　
　
　
　
　
　
　
¥

し
六
月
上
、
中
旬
(
第
四
回
)

棉
黄
浦
　
五
〇
匁
、
　
木
　
灰
　
二
〇
〇
匁

六
月
申
、
下
旬
(
第
五
回
)

棉
賓
粕
　
五
〇
匁
、
　
鰊
　
粕
　
八
〇
匁

全
面
に
施
肥
す
。

◎
害
虫
獲
生
　
暗
リ
バ
イ
、
枇
酸
鉛
を
散
布
す
る
か

紙
で
筒
を
ア
ン
ド
振
る
も
上
し
∵
懐
繁
期
間
中
は
特

に
注
意
が
肝
心
で
あ
る
。

毎
ラ
　
勝
元
タ
ラ
の
蔀
分
を
大
道
で
往
蒸
し
て
客

気
が
通
じ
て
毛
根
乾
燥
す
る
1
乙
め
に
西
瓜
の
枯
死
す

る
こ
こ
ゐ
b
∴
挫
意
を
要
す
。
箇
告
鷺
の
幼
虫
欝
生

し
て
西
瓜
の
幼
根
部
を
害
す
る
こ
こ
あ
り
、
殺
虫
剤

を
根
元
に
鞋
入
駆
除
を
よ
し
と
す
。

蔓
劉
病
∴
醇
痛
は
蔓
の
基
部
に
割
田
を
生
じ
熱
力

翳
り
遂
ひ
に
枯
死
す
。
初
期
は
硫
黄
華
を
塗
抹
す
る

か
、
ポ
抽
ド
I
蔽
三
斗
…
・
・
四
斗
液
散
布
す
る
こ
き

薬
翻
散
布
ば
降
雨
前
が
効
力
大
で
注
意
し
て
散
布
す

る
こ
き
肝
要
な
り
。

水
腫
に
及
ぼ
す
加
里
の
腫
勅
書

最
近
稲
作
栽
培
上
郷
里
の
肥
効
力
を
一
般
に
認
め
ら

る
,
事
は
賓
に
喜
ぶ
べ
き
現
象
で
あ
る
。
今
水
稲
に

掛
し
て
加
盟
分
を
合
埠
的
に
配
合
し
た
場
合
に
は
次

の
如
き
効
果
を
現
は
す
。

一
、
根
や
輩
薬
が
、
騒
剛
に
教
育
す
る
だ
め
風
雨
の

篤
め
倒
伏
や
病
虫
害
の
抵
抗
力
が
強
く
な
る
。

二
、
目
方
が
重
く
穀
粒
が
整
ひ
、
腹
白
が
少
な
く
澱

粉
を
増
加
し
て
米
の
品
質
が
善
い
。

三
、
遽
穂
が
少
な
く
で
、
成
熟
揃
ひ
、
普
通
一
割
乃

至
二
割
の
増
収
が
あ
る
。

四
、
加
盟
の
肥
効
は
天
候
が
不
良
で
日
射
時
間
一
の
少

な
い
年
に
は
、
天
候
が
良
好
の
年
よ
ト
ツ
ー
0
著
し
い
。

◎
昨
年
五
石
質
収
競
技
胸
の
調
査
成
績
の
結
果

窒
　
素
　
六
〆
二
三
四
　
　
　
四
〆
七
六
五

燐
　
酸
　
　
九
、
五
九
四
　
一
〇
.
四
〇
二

加
　
里
一
八
、
〇
四
六
　
　
二
、
四
八
二

で
何
れ
も
燐
酸
、
加
盟
の
多
施
肥
の
事
は
寛
虫
害
ぶ

べ
き
現
象
で
あ
る
。

筒
自
給
肥
料
の
施
用
量
も
逐
次
培
加
す
る
傾
向
に
あ

る
こ
き
も
稲
作
安
定
上
攣
ぶ
べ
き
点
で
あ
る
。

◎
餌
昨
年
度
稲
作
立
墓
跡
按
配
審
査
の
結
果
も
自
給

肥
料
の
年
々
施
用
の
た
め
肥
効
益
々
増
大
に
地
力
増

進
の
た
め
全
町
三
百
六
十
点
穏
審
査
の
緯
果
目
立
つ

稀
は
何
れ
も
地
力
の
御
酸
さ
努
力
に
戚
謝
す
べ
き
で

あ
る
〇

人
貨
車
の
田
は
何
れ
も
自
給
肥
料
を
主
体
さ
し
て

加
盟
胆
料
の
施
用
を
多
く
肥
料
の
通
常
な
る
配
合
の

跡
を
窺
は
れ
る
。

一
等
賞
　
北
屋
正
夫
、
西
川
亦
三
、
加
藤
庄
臓
、

商
材
輿
三
治
郎

二
等
賞
　
喜
多
瀬
音
、
外
六
名
　
　
　
、

三
等
賞
　
山
岡
久
治
、
外
三
十
三
名

塵
塚
心
緒
未
ケ
鰭
で

合
理
的
な
鰹
轡
が
出
来
鬱

l
太
　
　
轄
　
　
生

帝
国
農
禽
幹
轟
、
岡
田
漁
民
の
御
諭
を
認
識
し
て
御
参
考
に
致

し
た
い
。第

、
-
ケ
繚
∴
そ
の
年
の
緩
流
事
情
で
工
夫
ぜ
よ

夏
の
炎
天
ご
ね
ゝ
か
ひ
、
泥
に
ま
み
れ
て
作
り
上

げ
た
米
が
一
俵
六
、
七
回
、
上
清
三
升
の
債
権
で
あ

る
○

こ
れ
で
は
積
笹
も
つ
ま
ら
な
い
。
不
眠
不
休
、
体

重
が
減
る
ほ
ざ
苦
労
し
て
飼
ひ
上
げ
た
繭
一
貫
匁
が

夏
叢
で
霊
園
四
輪
銭
、
は
し
り
の
里
芋
よ
り
も
安
い

こ
れ
で
は
養
護
も
引
合
は
な
い
、
さ
て
然
ら
ば
ざ
う

し
た
ら
よ
か
ら
う
加
の
こ
れ
は
恐
ら
く
最
近
多
数
の

農
家
の
禁
じ
得
な
い
膜
壁
で
も
ら
う
?

農
業
経
螢
聾
は
こ
れ
を
説
明
し
、
豊
年
に
は
豊
年

の
野
菜
を
工
夫
し
、
農
産
物
空
品
優
に
慶
す
る
経
潜

を
考
へ
∵
農
産
物
が
下
落
す
れ
ば
下
落
に
慶
す
る
経

済
を
考
へ
、
遊
ば
す
、
泣
か
ず
:
失
望
せ
ず
、
訳
か

ら
次
へ
、
新
し
さ
工
夫
を
加
へ
、
希
望
に
充
ち
た
農

業
を
螢
む
や
う
に
栽
培
技
術
、
飼
育
技
術
、
其
他
す
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ぺ
て
の
生
産
技
術
を
経
済
上
の
要
件
に
営
は
め
て
、

出
褒
得
る
限
り
、
利
益
の
多
く
な
る
や
う
農
業
の
仕

組
を
た
で
る
こ
き
が
農
業
籠
管
で
あ
る
。
・

第
二
ケ
條
　
発
つ
算
盤
を
持
っ
て
鷲
灘
姦
計
を
樹
て
よ

一
般
農
家
が
米
を
作
る
も
養
護
を
箆
む
も
.
鶏
を

飼
ふ
も
、
農
業
経
聾
に
は
相
違
な
い
享
併
し
作
っ

た
も
の
の
償
格
の
こ
ヾ
」
も
考
へ
ず
販
責
の
計
割
も
な

く
、
生
産
費
の
計
算
も
せ
ず
、
家
族
の
働
い
た
労
働

報
酬
が
何
程
に
な
か
か
の
勘
定
も
せ
ず
思
ひ
付
次
第

手
営
♭
次
第
き
い
つ
た
や
う
な
.
付
薬
り
の
型
の
農

業
を
や
っ
て
ゐ
る
も
の
は
、
農
業
を
倦
む
だ
け
で
、

厳
格
皇
思
味
に
於
て
の
、
農
業
を
籠
馨
す
る
ざ
ま
で

行
か
な
い
高
麗
螢
き
い
へ
ば
、
貴
地
に
着
手
す
る
前

に
、
大
体
の
設
計
を
な
し
其
年
共
時
の
経
済
事
情
を

考
へ
、
或
は
催
物
を
取
り
代
へ
或
は
動
物
飼
育
を
璃

残
し
.
或
は
努
力
の
使
ひ
方
を
欒
要
し
増
減
し
、
或

は
施
肥
法
饗
更
を
す
る
な
ど
工
夫
に
工
夫
を
重
ね
、

最
も
所
得
垂
産
額
よ
り
現
金
的
経
聾
費
を
差
引
い

た
題
額
)
の
多
く
な
る
や
う
な
條
件
を
取
り
入
れ
た

設
計
に
よ
っ
て
螢
む
こ
き
に
し
な
け
れ
ば
農
業
を
経

螢
す
る
き
い
へ
な
い
。
か
く
て
年
々
新
工
夫
を
加
へ

ざ
こ
か
一
部
に
繕
わ
ず
改
良
を
加
へ
ら
れ
て
行
く
の

か
経
螢
改
善
で
ぁ
る
。

二
　
第
三
ケ
繚
　
で
き
ろ
更
け
自
給
肥
料
を
作
れ

を
馨
く
れ
は
一
次
の
如
き
点
で
あ
る
。

農
業
経
螢
に
は
.
資
本
主
義
経
螢
き
い
ふ
、
大
仕

掛
け
の
経
簿
法
を
、
家
族
経
螢
き
い
ふ
小
規
模
の
経

螢
法
が
あ
る
。
日
本
の
農
業
は
殆
ん
ざ
す
べ
て
、
各

農
家
加
入
反
雷
か
一
町
さ
か
、
一
町
五
反
亡
か
、
二

町
三
町
を
作
れ
ば
、
関
西
で
は
大
百
姓
さ
い
は
る
ゝ

ほ
ざ
、
小
規
模
の
家
族
経
営
で
あ
る
。

こ
の
家
族
経
蟹
の
農
業
法
の
特
質
は
、
現
金
支
出

の
生
産
費
を
多
く
使
は
ず
し
て
、
多
く
の
収
穫
物
を

作
り
出
す
こ
き
で
あ
る
。
肥
料
で
い
へ
ば
、
成
る
べ

く
緑
肥
類
(
れ
ん
げ
其
他
の
草
類
)
家
畜
の
糞
尿
ご
業

種
塵
塚
等
で
作
っ
た
厩
肥
、
或
は
養
か
ら
得
た
鶏
糞

そ
の
他
泥
土
で
も
、
汚
水
で
も
、
肥
料
と
し
て
効
果

の
ゐ
写
も
の
は
何
ん
で
も
が
で
も
集
め
て
堆
肥
を
作

り
或
は
其
ま
ゝ
用
ひ
る
等
.
年
中
不
断
に
注
意
し
て

肥
料
を
製
造
し
て
用
ひ
、
.
そ
れ
で
不
足
す
る
も
の
を

購
入
す
る
や
う
な
の
が
、
自
給
肥
料
主
義
ご
云
ふ
。

家
族
経
螢
さ
し
て
は
、
最
も
有
利
な
施
脱
法
で
あ
る

然
ら
ば
ざ
う
す
れ
ば
、
只
の
農
業
が
、
経
箆
的
廃

業
き
な
り
、
経
螢
改
善
ご
鳴
る
か
、
こ
そ
の
要
所
、
要

点
は
如
何
な
る
で
こ
ろ
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
農
業
経

螢
全
部
に
亘
る
説
明
で
あ
る
か
ら
短
文
で
要
領
を
つ

く
す
こ
き
は
出
家
な
い
が
、
最
も
主
要
な
事
項
二
三

第
四
ケ
僚
　
成
る
可
く
家
族
の
奨
励
で
間
に
合
せ
よ

努
力
は
賃
銭
を
支
排
圭
属
人
の
努
力
を
つ
か
は
ず

努
め
て
家
族
の
努
力
に
て
倦
み
、
雇
人
を
入
れ
て
五

日
で
田
植
を
す
る
経
螢
法
を
家
族
の
努
力
で
七
日
で

も
十
日
で
も
か
け
て
丁
寧
親
切
に
田
植
を
す
る
さ
い

ふ
式
で
あ
る
。
若
し
も
十
日
も
十
五
日
も
田
植
の
期

間
を
長
く
し
て
は
常
の
加
減
が
悪
く
な
る
な
ら
ば
、

苗
代
の
時
か
ら
、
そ
の
方
針
で
l
施
肥
萬
端
に
注
意
し

早
く
植
ゑ
私
も
の
き
、
挽
く
植
ゑ
る
も
の
き
、
苗
の

成
熟
の
異
な
る
や
う
に
作
り
、
若
し
瞬
く
概
ゑ
た
も

の
ゝ
生
育
が
後
れ
る
な
ら
ば
、
整
地
(
地
こ
し
ら
へ
)

や
、
施
肥
法
で
こ
れ
を
禰
ふ
工
夫
を
す
れ
ば
.
田
徳

期
間
を
長
く
し
て
も
、
稲
作
全
体
に
は
支
障
は
生
じ

な
い
か
ら
、
か
や
う
な
方
法
で
な
る
べ
く
雇
人
を
用

ひ
な
い
や
う
に
し
て
鰹
欝
す
る
こ
こ
が
自
給
努
力
の

利
用
醇
進
γ
・
云
っ
て
、
最
も
重
要
な
改
善
條
件
で
あ

る
。
其
他
縄
俵
は
も
こ
よ
り
の
こ
き
、
出
凍
る
限
り

自
分
の
持
っ
て
ゐ
膏
材
料
と
努
力
を
多
く
利
用
す
る

こ
き
が
、
豪
族
経
轡
の
特
徴
で
、
年
末
の
計
算
に
最

も
多
く
の
所
得
の
残
る
経
営
法
で
あ
る
『

繁
ら
ず
條
　
帝
政
を
目
的
さ
し
た
い
機
械
利
用
に
綬
費
倒
れ
l
i
-
i

近
頃
農
業
問
題
が
や
か
ま
し
い
が
努
力
の
節
約
生

産
費
の
軽
賊
せ
い
ふ
こ
こ
が
、
重
要
な
る
経
箆
改
善

の
一
事
項
と
し
て
唱
へ
ら
れ
る
。
成
程
、
努
力
の
節

約
.
其
他
生
産
費
の
軽
城
は
経
螢
改
馨
の
重
要
事
項

に
は
相
違
な
い
。
併
し
家
族
経
轡
に
あ
っ
て
は
多
く

の
場
合
は
家
族
の
勢
力
節
約
軽
賊
は
経
螢
改
善
に
な

る
も
の
で
は
な
い
。
一
反
歩
の
積
を
作
り
上
る
に
は

二
王
一
、
三
人
役
も
か
け
て
ゐ
る
加
除
軍
籍
を
用
ひ

稽
扱
器
を
用
ひ
、
籾
摺
機
を
周
ひ
、
典
他
工
夫
し
て

十
八
人
役
で
作
り
上
げ
る
。
十
五
人
役
、
十
三
人
役

で
作
り
上
げ
る
き
云
ふ
が
如
き
は
.
形
式
は
改
良
に

は
相
違
な
い
が
併
し
そ
れ
が
た
め
に
耕
作
反
別
を
増

し
た
き
か
、
米
の
収
穫
量
が
増
加
し
に
ご
か
い
ふ
こ

こ
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
経
螢
改
善
で
は
な
い
。
要
す

る
に
家
族
経
螢
に
あ
っ
て
ほ
、
自
給
の
唾
慶
賀
.
努

力
費
用
其
他
は
成
る
べ
く
多
く
用
ひ
る
こ
ご
ざ
が
経

螢
改
善
で
め
っ
て
、
同
時
に
現
金
支
出
の
生
産
費
は

、
成
る
べ
く
少
く
用
ひ
る
の
か
、
経
螢
改
善
の
意
義

に
合
致
す
る
の
、
で
あ
る
。
(
以
下
攻
競
)
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口
継
母

今
か
ら
請
訓
す
べ
き

新
規
寧
籠
…
圭
一

∴
太
　
田
　
技
　
手

〇
九
-
≡
年
式
の
農
業
が
現
は
れ
圭
、
所
謂
農
業
モ
ボ
で
あ
る

時
代
の
尖
端
を
考
へ
て
行
く
ス
ビ
ー
ト
式
農
業
で
あ
る
。
即
ち
大

大
阪
市
民
の
嗜
好
を
考
へ
て
、
山
間
僻
地
で
、
高
等
園
馨
を
計
茜

貸
施
し
、
不
時
競
薬
の
産
出
、
花
井
栽
培
ご
都
合
附
通
の
農
村
を

追
ひ
越
し
て
行
ノ
¥
農
業
青
年
(
農
村
モ
鴻
)
が
そ
れ
で
あ
る
。

自
分
に
農
村
モ
ボ
は
雌
の
愚
昧
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ご
恩
ふ
○

衆
に
今
か
ら
謝
辞
す
べ
き
二
つ
の
輩
業
を
述
べ
て
、
青
寧
諸
氏
の

∵
薄
手
を
切
望
す
る
。

¥
◎
ナ
ン
バ
ー
ー
執
∴
∴
鴎

今
か
ら
良
宙
を
準
備
し
て
九
月
に
西
瓜
畑
に
椴
概

し
て
、
十
一
月
に
尾
鰭
す
れ
ば
結
果
は
見
事
な
も
の

で
、
採
牧
後
は
京
都
市
へ
直
接
販
寅
隊
と
、
一
方
共

同
で
い
ち
ご
狩
を
計
毒
し
て
、
碗
豆
狩
り
ご
併
用
せ

ば
、
方
法
一
つ
で
随
分
面
白
い
事
業
で
あ
る
。
趣
味

ざ
賃
利
き
を
集
ね
で
計
蕎
せ
ば
地
の
利
を
得
て
ゐ
る

閣
僚
で
確
か
に
変
や
豆
よ
り
収
益
が
多
い
。
有
名
な

鳩
尾
に
恩
智
は
何
れ
も
方
法
が
妙
を
得
て
ゐ
る
。
是

非
共
青
年
諸
氏
の
計
蕾
あ
ら
ん
事
を
望
む
。

つ
∴
∴
∴
.
〇
　
　
　
〇

⑥
ナ
ン
バ
ー
　
二
　
軍
　
花
　
園

池
田
山
本
は
植
木
、
草
花
で
名
高
い
事
は
日
本
因

襲
界
に
記
録
を
現
は
し
て
め
る
。
態
々
京
都
市
へ
も

我
田
蓮
町
へ
も
遽
征
し
て
、
花
責
り
に
頭
を
現
は
し

て
泰
だ
。
今
年
は
大
和
の
大
蔵
相
か
ら
花
弁
国
璽
組

合
の
下
に
京
都
市
中
造
草
花
類
の
肢
責
に
進
出
し
た

が
、
な
ん
し
ろ
大
和
高
市
郡
か
ら
で
運
賃
に
高
く
か

ゝ
♭
股
責
は
容
易
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
多
少
頭
を

な
や
ま
し
て
ゐ
る
ら
し
い
。
三
四
十
名
の
組
合
員
が

毎
日
参
四
回
の
努
力
代
償
を
得
て
臨
村
す
る
、
/
こ
れ

も
一
人
に
縁
り
大
面
積
は
他
の
仕
事
の
関
係
上
考
慮

を
要
す
る
が
大
願
村
で
は
、
一
反
か
ら
三
四
畝
で
、

反
営
百
五
拾
園
か
ら
鼠
百
回
を
上
げ
得
る
を
、
本
町

は
章
に
し
て
西
瓜
の
跡
作
を
利
用
し
て
九
月
に
草
花

を
播
付
け
(
ス
ミ
レ
ノ
、
マ
ツ
バ
ギ
ク
、
ナ
デ
シ
コ
、

キ
シ
モ
ン
花
、
其
他
球
根
類
を
)
早
さ
も
の
は
フ
レ

ー
ム
栽
培
し
て
五
月
上
旬
迄
全
部
販
責
終
了
や
ぼ
他

の
仕
事
烏
は
大
し
た
影
響
が
な
し
に
済
む
、
考
慮
を

要
す
る
。◎

サ
ン
バ
且
　
三
　
促
成
諒
欒

草
案
以
泰
京
都
市
場
で
人
気
の
専
心
に
な
っ
て
ゐ

る
促
成
競
集
は
京
都
l
の
北
方
の
修
撃
院
で
一
乗
寺
.
ざ

云
ふ
厨
か
ら
、
毎
日
促
成
品
が
自
動
車
で
二
墨
苑
中

央
市
場
に
現
ほ
れ
て
、
他
府
藤
下
よ
り
搬
入
さ
る
ゝ

捉
成
語
の
英
端
に
あ
っ
て
、
所
謂
貴
行
一
〇
〇
パ
ー

セ
ン
ト
を
現
は
し
て
ゐ
る
。
白
瓜
一
本
二
〇
銭
、
茄

子
六
餞
、
胡
瓜
四
銭
、
ト
ゲ
ラ
シ
一
銭
こ
は
冬
季
よ

り
早
春
へ
か
け
て
、
愉
初
夏
の
五
月
に
到
る
も
筒
版

出
さ
れ
て
ゐ
る
′
○
何
れ
も
プ
レ
当
ム
栽
培
で
あ
る
。

幸
に
し
て
本
町
の
青
年
慶
事
研
究
禽
員
が
本
年
は
何

れ
も
そ
の
初
歩
さ
し
て
、
フ
レ
ー
ム
栽
培
に
研
究
努

力
さ
れ
、
其
の
成
績
良
好
で
、
泰
年
は
所
謂
農
業
電

球
を
出
か
し
て
園
選
の
尖
齢
を
切
る
べ
く
攫
悟
を
以

っ
て
準
備
さ
れ
ん
事
を
望
む
。
種
類
は
矢
張
り
、
胡

瓜
、
ト
ガ
ラ
シ
、
白
瓜
、
茄
子
、
ノ
箇
蒔
(
礪
羽
)
も
有

嬰
で
あ
ら
う
。

要
は
少
し
の
心
得
、
少
し
の
研
究
、
そ
れ
は
矢
張

b
人
よ
り
先
を
制
す
べ
き
計
割
で
あ
り
、
研
究
、
着

手
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
に
は
只
一
人
で
は
な

く
有
志
相
計
り
、
青
年
の
圃
滞
し
な
け
れ
ば
賃
現
性

が
少
な
か
ら
う
ご
恩
ふ
。
商
し
年
齢
の
み
の
青
年
で

は
得
心
が
行
か
ぬ
、
計
薔
貨
機
上
の
青
年
で
あ
り
詑

い
も
の
、
六
十
以
上
の
老
人
で
も
青
年
以
上
の
新
規

な
経
馨
を
な
し
、
所
謂
六
十
青
年
の
農
村
竜
求
を
巷

さ
す
る
人
の
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

時
代
は
進
む
、
農
業
は
進
化
す
。
殊
に
花
井
園
は

超
ス
ビ
ー
ト
で
現
代
人
の
嗜
好
き
併
行
線
を
な
し
て

ス
タ
ー
ト
を
切
る
。
農
業
戦
線
に
異
状
あ
り
で
、
不

況
は
不
況
を
産
み
、
農
村
は
霹
潜
地
帯
か
ら
振
り
落

さ
れ
や
う
さ
す
る
。
暁
の
不
況
を
利
用
し
て
思
ひ
切

っ
て
、
前
記
三
大
事
業
の
計
蕾
を
頭
に
、
努
力
の
鍬

の
柄
を
握
り
し
め
ら
れ
ん
蕾
を
、
本
町
産
業
刷
新
の

抱
負
あ
る
青
年
諸
賢
に
訴
へ
で
稿
を
終
る
.
 
。
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践
入
出
決
算
報
告

昭
和
四
年
度
本
町
歳
入
歳
蛙
は
咋
昭
和
丑
年
五
月
参

拾
室
田
を
以
て
締
切
り
拾
爵
月
競
輪
日
管
計
瞼
査
寅

の
検
査
を
受
け
去
る
試
月
給
参
田
町
倉
を
開
き
ま
し

て
認
定
を
得
た
の
で
御
座
ゐ
ま
す
。
今
左
に
大
体
の

御
説
明
を
申
上
ま
す
。

歳
　
　
　
入

÷
財
産
よ
り
生
ず
る
牧
入

金
磐
白
蓮
拾
五
回
九
拾
七
餞
は

町
及
聾
横
の
基
本
産
財
の
密
使
利
子
及
預
金

利
子
ざ
登
記
所
の
貸
家
料

二
、
使
用
料
及
芋
類
料

金
五
官
四
輪
九
回
戴
給
餞
は

高
等
秘
匿
童
の
授
業
料
さ
督
促
、
証
明
月
籍

の
手
数
料

三
、
賓
附
金
　
金
八
宙
拾
霊
園
五
輪
武
関
は

園
擬
や
府
穣
及
水
利
組
合
費
の
徴
収
に
鞠
す

る
交
附
金

閣
、
国
庫
下
渡
金

金
四
千
武
官
参
拾
武
図
四
輪
五
餞
は

義
務
教
育
費
に
鞠
す
る
園
庸
下
渡
金

玉
.
繰
越
金
　
金
四
千
武
臣
七
輪
七
回
六
拾
入
関
は

昭
和
参
年
度
の
精
算
残
金
　
　
　
、

六
、
雑
収
入
　
金
参
百
参
拾
九
回
六
拾
六
銭
は

歳
計
現
金
の
一
時
預
金
刺
子
ご
徴
兵
旅
費
の

線
番
金
戻
入
七
輪
登
園
参
拾
銭

七

.

町

　

兢

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク

金
武
萬
七
千
百
九
拾
覿
図
六
拾
九
餞
は

地
租
附
加
税
　
金
瞬
千
蓼
南
武
給
電
図
七
餞

特
別
壇
碗
隅
邪
説
∴
∴
金
四
百
六
拾
七
回
胞

螢
業
牧
釜
競
附
加
税

金
四
百
七
輸
入
国
七
輪
六
銭

府
税
家
屋
穣
附
加
碗金

武
千
六
百
回
参
拾
九
銭

府
税
簿
菜
税
附
加
穣

金
六
百
参
拾
八
回
七
輪
重
鎮

府
穫
雑
種
親
附
加
親

金
参
千
塞
拾
回
路
九
餞

特
別
擬
声
鞍
部

金
霊
萬
五
千
六
百
五
輪
武
図
五
輪
参
餞

八
、
府
補
助
金
　
萱
百
参
輪
参
園
戴
拾
餞
は

倍
染
蒲
醸
防
費
青
年
訓
練
所
費
及
産
業
調
査

費
の
各
補
助
金

九
、
国
庫
補
助
金
　
武
給
八
回
は

農
林
省
商
工
省
の
統
計
費
補
助

歳
　
　
　
出

二
、
輔
麗
質
　
金
丸
拾
園
は

指
定
村
魁
三
魁
へ
の
遊
侠
榊
餞
幣
蹄
料

二
、
合
議
損
　
金
九
拾
九
回
は

議
員
壁
用
難
儀
及
其
他
官
報
に
係
る
讃
襲
用

三
、
役
場
饗
　
金
八
千
六
百
武
闘
参
拾
餞
は

町
長
以
下
役
場
吏
員
及
彊
長
、
臨
長
代
理
者

等
の
報
酬
給
料
各
際
使
丁
、
役
場
使
丁
の
給

料
、
其
他
役
場
に
て
入
用
の
諸
費
並
に
建
物

の
修
繕

一
〇
、
寄
附
金
∴
爵
千
八
百
六
拾
六
圃
七
輪
八
餞

登
記
所
建
築
に
鞠
す
る
関
係
町
村
よ
り
の
指

定
寄
附
金
を
小
筆
横
国
旗
掲
揚
墨
新
設
に
付

篤
志
寄
附
金

一
一
、
交
附
金
　
金
五
輪
登
園
五
輪
四
餞
は

家
屋
賃
格
憤
格
調
査
費
の
焚
附
金

塊
上
合
計
金
四
萬
八
百
八
図
六
拾
九
餞
也

四
、
土
木
賞
　
金
四
百
六
輸
入
図
八
拾
九
餞
は

町
の
道
路
さ
か
橋
梁
の
修
繕
費

五
、
小
撃
校
費

金
登
萬
四
千
九
輸
入
団
五
輪
七
餞
也

攣
横
長
以
下
讃
先
生
整
小
便
の
給
料
を
旅
費

及
生
徒
奨
励
賞
輿
、
巽
他
撃
校
に
於
で
の
必

要
諸
経
費
及
校
舎
の
修
繕

六
、
黄
葉
補
習
攣
校
費

金
璧
千
畳
百
九
回
戴
拾
蓼
銭
は

尊
任
先
生
の
給
料
さ
其
他
必
需
麗
費

七
、
青
年
訓
練
所
費

金
六
宙
拾
七
回
六
給
蓼
餞
は

主
事
及
指
導
員
の
給
料
ご
備
品
懸
入
費
真
価

行
軍
旅
費
賞
賛
支
給
等
の
必
要
経
費

八
、
抱
方
改
良
費

金
四
百
四
輪
九
圃
五
輪
四
銭
は

青
年
団
、
購
入
含
、
慶
女
曾
へ
の
補
助

敬
老
官
費
及
教
育
部
食
へ
の
負
撥
金
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九
、
倍
染
病
藤
阪
賞
　
金
七
輪
試
圃
九
拾
九
銭

町
馨
手
管
及
種
痘
其
他
債
染
編
議
院
の
諸
費

用

一
〇
、
救
助
金
　
金
武
蝿
也

羅
災
者
の
救
助
費

二
、
警
備
金
　
金
入
歯
九
槍
玉
圃
七
輪
参
銭
は

滴
防
組
員
の
手
管
、
器
具
掃
除
手
管
、
備
品

購
入
費
、
真
偽
警
鐘
二
基
警
鐘
壷
新
設
諸
費

用
等

二
二
、
財
産
賞
　
金
萱
百
五
図
六
拾
餞
は

役
場
、
撃
破
、
登
記
噺
の
保
険
料

二
二
、
諸
税
及
負
績

金
武
千
武
官
参
拾
胴
囲
六
拾
九
銭
は

圃
碗
府
競
隔
離
競
合
組
合
の
嘗
町
負
鰭
金

一
四
、
薙
支
出
　
金
八
拾
九
回
四
輪
入
関
は

滞
納
慶
分
費
及
徴
兵
旅
費
の
線
番
金

一
五
、
基
本
財
靂
造
成
費
　
金
四
百
七
輪
六
回
は

町
及
畢
楔
の
基
本
財
産
造
成
積
立
金

二
ハ
、
基
本
財
産
積
庚
金
　
金
八
百
人
拾
憂
国
は

先
年
町
及
聾
横
の
基
本
財
産
費
消
に
つ
き
年

′
　
々
定
額
の
積
庚
積
立
金

一
七
、
寄
附
金
　
金
参
千
武
宮
覿
給
六
国
人
静
六
銭

は
、
府
道
改
修
工
事
受
益
者
負
績
金
に
代
る

べ
き
寄
附
金
登
千
五
宙
固
さ
嬢
余
は
山
城
園

塾
場
敷
地
顕
醸
費
に
鞠
す
る
寄
附
金

一
八
、
登
詰
所
螢
縫
費

金
五
千
武
官
拾
参
画
参
銭
は

本
町
外
六
ケ

一
九
、
灘
支
蛙
　
金
五
輪
園
は

家
屋
賃
貸
債
権
調
査
費
用

右
歳
出
合
計

金
蓼
萬
八
千
七
重
八
拾
四
囲
戴
鎗
七
銭

歳
入
歳
出
差
引
精
算
残
金

金
武
千
載
捻
出
囲
四
輪
武
関

之
が
即
ち
昭
和
四
年
度
の
精
算
剰
鎗
金
で
あ
り
ま
す

が
、
雌
の
剰
除
獲
金
の
内
院
に
昭
和
五
年
度
の
預
貸

編
成
営
初
に
、
金
六
百
六
給
武
図
を
其
後
一
休
寺
道

路
改
修
工
事
費
の
一
部
に
発
雷
す
る
篇
.
金
豊
子
参

百
回
の
全
年
度
追
加
験
算
を
、
町
合
に
於
で
議
決
し

そ
れ
〈
袋
消
さ
れ
て
お
れ
∵
ま
す
の
で
、
種
類
億
に

六
拾
武
図
四
輪
武
関
が
昭
和
五
年
度
の
純
繰
越
金
で

あ
り
ま
す
○

〃
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同

前
助
役
木
口
氏
に
惜
別
の
鱗
を
賂
る

氏
の
人
格
を
規
制
す
る
の
で
は
な
い
が
、
醜
る
か

ら
に
温
厚
篤
賞
に
し
て
、
大
き
接
す
る
に
、
和
を
以

て
し
南
も
語
尾
騒
く
.
氏
猫
特
の
論
舌
は
古
く
か
ら

の
経
験
ご
柏
侯
っ
て
、
自
治
行
政
に
は
最
も
邁
者
た

り
し
を
物
語
る
の
で
あ
る
。

氏
は
昭
和
多
年
五
月
本
町
各
巻
助
役
に
就
職
さ
れ

て
以
衆
、
終
始
精
励
克
く
其
の
分
据
尊
務
を
ぅ
殊
に

本
町
爾
衣
の
難
聾
と
す
べ
き
競
滞
納
慶
分
の
軍
務
を

掌
り
、
三
思
専
心
之
が
督
励
に
余
念
な
く
、
其
の
功

顕
れ
て
年
々
の
滞
納
整
理
は
完
全
に
、
且
つ
其
の
成

績
以
外
の
好
結
果
を
示
し
暴
れ
る
は
一
重
に
氏
の
努

カ
に
よ
る
賜
こ
、
深
く
蕗
に
威
侃
置
く
慶
な
り
。

然
る
に
氏
が
突
如
顕
職
を
離
さ
れ
し
は
、
以
前
御

賢
母
様
の
御
不
例
の
御
時
よ
り
既
に
簿
憲
を
濁
さ
れ
.

し
が
、
常
局
事
務
雑
多
が
種
懇
読
す
る
ご
こ
ろ
一
あ
り

宰
ひ
に
御
洞
察
を
得
て
年
度
鰯
鎖
期
迄
御
幸
棒
を
得

た
り
し
な
り
○

騙
し
て
一
方
氏
は
町
経
潜
節
約
の
折
柄
ご
て
、
負

鰭
整
城
の
一
端
に
も
な
ら
ば
や
と
の
、
毎
恵
み
♭
職

を
謡
し
て
と
の
微
細
な
点
に
、
御
賢
慮
を
敬
で
申
出

だ
さ
れ
し
は
、
誠
に
氏
に
の
み
特
有
の
敬
虔
心
を
雷

等
は
崇
敬
や
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

氏
は
今
田
園
の
潮
蝉
に
閑
暇
を
刺
し
て
、
趣
味
の

生
活
に
偶
々
さ
し
た
心
持
に
鎗
生
を
遽
く
ら
る
ゝ
時

氏
の
カ
腱
を
載
る
続
輯
子
は
、
い
か
で
か
こ
れ
を
望

親
し
得
や
う
や
。

最
後
に
氏
の
釜
生
餌
壮
麗
を
御
所
り
す
膏
と
、
も

に
、
裏
面
よ
り
の
御
後
援
モ
御
轟
カ
を
切
望
す
る
の

で
ゐ
る
。
　
　
　
　
　
　
一
室
よ
り
識
す
。

騙

　

輯

　

一

　

滴

初
夏
の
新
線
は
郊
外
へ
の
散
策
心
を
逆
さ
し
め
郊
外

情
緒
を
味
は
ゝ
す
に
十
分
な
る
晴
で
あ
る
。
大
京
都

市
外
新
田
透
に
も
都
禽
人
を
集
浬
さ
す
べ
き
諸
種
の

計
割
が
着
々
進
展
を
…
…
‥
競
豆
狩
、
韓
国
、
登
山

の
甘
南
傭
山
、
参
詣
の
一
休
善
哉
は
私
設
遊
園
地
上

に
建
設
さ
れ
た
る
天
理
教
戯
謝
堂
の
距
厳
な
る
建
物

等
々
一
望
千
里
の
眺
め
を
、
海
抜
二
百
余
米
の
山
頂

に
撞
く
時
い
か
で
か
都
人
の
心
を
、
只
に
掌
握
す
る

のみ。


